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申請書より抜粋（１）

 もともと地球全体で１℃程度という平均温度の増
減を過去に遡って確認すること自体が極めて困難
な課題であり、IPCCの主論拠は気候モデル
（General Circulation Model、GCM）による将来予
測に基づいている。

 しかし、熱流体の数値シミュレーションの実際をよく
知っている本会会員の視点からは、モデル化に不
可避の任意性を直感的にも理解できよう。

申請書より抜粋（２）

 気候モデルは、太陽からのふく射をエネルギー源と
して、地球の海洋・大陸・大気中におけるさまざま
な熱物質輸送過程をモデル化して総合した極めて
複雑な数値シミュレーションコードである。

 機械系に軸足を置く本会の大部分の会員の研究
対象と比較すると、そのスケールと複雑さの相違は
著しいが、現象の各要素や素過程はまさに本会会
員の専門とするところでもある。

 そこで、気象学者にその検討を全面的に任せるの
ではなく、本会会員の視点から中立的な第三者と
してメスを入れることは極めて重要であると考えら
れる。



申請書より抜粋（３）

 総じて、数値シミュレーション結果
は一般市民にも強いインパクトで
迫るが、その精度・不確かさに関
して厳正なチェックの裏付けととも
に透明に提示されることは皆無と
いっても過言ではない。

 本研究は、そのような数値シミュ
レーションの代表例の一つである
気候モデルを対象として、それを
言わば「まっ裸」にして一般社会へ
の橋渡しする最初の試みとしても
その意義を強調したい。

申請者が本件に
かかわる出発点と
なったメール討論

パリティ 2012年7月号

気候モデル・ GCM: General Circulation Model

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/
know/whitep/1-3-1.html

短期の天気予報も長期の気候予測も
原理的には変わらない

気候モデルにおける検討要素マトリックス

【たとえば最近話題になっているhiatus 】
20世紀後半以降、地球全体（全球）平均の地表気温は上昇の傾向を示しており、
2001年以降の10年間の平均気温は、1961～1990年の平均に比べ約0.5℃高く
なっています。しかし、21世紀に入ってからの気温上昇率は10年あたり0.03℃とほぼ
横ばいの状態を示しており、こうした停滞状態は気候のhiatusと呼ばれています。
Hiatusの要因には諸説ありますが、その原因は解明されていません。
http://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2013/20130718.html
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